
第２回障がい福祉計画策定委員会 資料

平成２９年７月２４日（月）午後２時

岩見沢市役所 ３階 第１・２会議室



１ 障がい福祉に関する計画について

第１期障がい者福祉計画
H17.4～H27.3

第１期

障がい福祉計画

Ｈ18.4～Ｈ21.3

第２期

障がい福祉計画

Ｈ21.4～Ｈ24.3

第３期

障がい福祉計画

Ｈ24.4～Ｈ27.3

第２期障がい者福祉計画
H27.4～H33.3

第４期

障がい福祉計画

Ｈ27.4～Ｈ30.3

第１期

障がい児福祉計画

Ｈ30.4～Ｈ33.3

10年 6年

第５期

障がい福祉計画

Ｈ30.4～Ｈ33.3

①岩見沢市障がい者福祉計画
【 障がい者等のための施策に関する基本的な計画 】

②岩見沢市障がい福祉計画
【 障がい者等の生活を支援するための数値目標や必要な見込量具体的な計画 】

１

サービス
種別

単位
H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32

見込 実績 見込 実績 見込 実績 見込 見込 見込 見込

居宅介護
重度訪問介護
同行援護
行動援護
重度障害者等
包括支援

時間
（ｈ）

3,475 2,031 2,464 2,251 2,730 3,297 3,010

人 250 170 176 188 195 220 215

計画期間

第４期計画 第５期計画

今回策定する範囲

障がい福祉計画とは



２ 意見交換会の実施について

種別 参集範囲 回数 時間

障がい者
及びその家族

身体障がい者・知的障がい者
精神障がい者・難病患者及びその家族

第１回 平日15:30～

第２回 平日17:30～

第３回 土曜10:00～

支援者中心
ボランティア団体・事業所支援者 第４回 土曜13:30～

教育機関関係者 第５回 平日18:00～

項目 説明

目的
地域における障がいのある人の心身の状況や置かれている環境などを把握し、サービスの利用実態
を分析し必要なニーズを把握

実施時期 平成２９年１０月

場所 岩見沢広域総合福祉センター

内容 計画策定の目的、現在計画の施策及び進捗度、新サービスの説明

周知 市広報、市ＨＰ、福祉団体、ボランティア団体、事業所及び教育機関

事前受付 電話予約等で出席者数を把握

主催 障がい福祉計画策定委員会

2

３ 参集範囲について

※ 日程には後日調整



４ 過去の実施状況について

実施日 場所 時間 対象者 参加数

H26.10.21（火） 市役所３階会議室
15:30～ ボランティア団体関係者 １０人

17:30～ 精神障がい者及びその家族 ８人

H26.10.22（水）
コミュニティープラザ

多目的ホール

15:30～
身体障がい者及びその家族
難病患者及びその家族

７人

17:30～ 知的障がい者及びその家族 ０人

H26.10.30（木）
岩見沢広域総合
福祉センター

18:00～ 事業所関係者等 ２５人

平成２６年度（３日間 ５回開催 ５０人参加）

3

実施日 場所 時間 対象者 参加数

H16.10.18（月）
岩見沢広域総合
福祉センター

15:30～ 身体障がい者関係者 ３９人

17:30～ 知的障がい者関係者 ４３人

H16.10.19（火） 南部連合会館
13:00～ ボランティア団体 ２６人

17:30～ 精神障がい者関係者 １８人

平成１６年度（２日間 ４回開催 １２６人参加）



５ アンケート調査の実施について

項目 説明

目的
地域における障がいのある人の心身の状況や置かれている環境などを把握し、サービスの利用実態
を分析し必要なニーズを把握

対象者

①障がい者用（H29.4.1現在）
身体障害者手帳所持者 4,324人
療育手帳所持者 686人
精神障害者保健福祉手帳所持者 535人
障がい児通所支援利用児童及びその保護者 294人 延5,839人（前回5,807人：回答47.6%）

②市民用（対象者無作為抽出） 2,500人 （前回1,461人：回答33.7%）

アンケートの
概要

①障がい者用
障がい者福祉計画の施策ごとに各種サービスの数値目標の参考となる設問
専門的用語に解説
設問全ての漢字にふりがな
視覚障がい者に配慮した調査票（点字、拡大文字）

②市民用
共生社会の実現に向けて、障がいのある人への配慮や権利擁護に関する設問

スケジュール

9月中旬 アンケート発送

10月上旬 アンケート回収

11月上旬 アンケート集計

４



設問の種類 設問

基本情報

問１ 年齢
問２ 性別
問３ 住んでいる地域
問４ 一緒に暮らしている人

障がいの状況等

問５ 身体障害者手帳の総合等級
問６ 身体の主たる障がい
問７ 療育手帳の程度
問８ 精神障害者保健福祉手帳の等級
問９ 難病の診断
問１０ 高次脳機能障がいの診断
問１１ 発達障がいの診断

６－１ アンケート（障がい者用 基本情報）

５



施策 設問

(1)生活支援
・相談支援体制の充実
・障害福祉サービス、
地域生活支援事業の充実

・人材の育成・確保
・生涯を通した支援の確保

問１２ 日常生活（食事・入浴・着替え・トイレ・調理・掃除・洗濯）
問１３ 日常生活を介助する方
問１４ 主に介助する方の年齢、性別、健康状態
問１５ 生活で不便に感じること
問１６ 悩みや困った時の相談相手

問１７ 生活支援サービス（居宅介護、生活介護など）の利用状況

(2)保健・医療
・障がいの原因となる疾病等
の予防

・適切な保健・医療の提供
・精神障がい者施策の充実

問１８ 健康を維持するために心がけていること
問１９ 健康を維持するために望むこと
問２０ 医療ケアを受けているか

６－２ アンケート（障がい者用 地域における生活支援体制の充実）

６

※設問中の太字は、数値目標の基礎データに利用



施策 設問

(1)療育・教育
・障がい児支援の充実
・学校教育における支援の
充実

問２１ 発達遅れの原因把握や早期療育を充実させるために必要なこと

問２２ サービス（発達支援、放課後等デイサービスなど）の利用状況

(2)地域移行
・地域生活への移行の促進
・地域生活の継続

問２３ 地域で生活したいか
問２４ 地域で生活するのに必要な支援

問２５ サービス（地域相談支援、グループホームなど）の利用状況

(3)社会参加
・社会参加の促進
・スポーツ、文化活動の振興
・ボランティアとの連携

問２６ 余暇活動について
問２７ 地域行事や活動の参加状況について
問２８ 障がい者に関わるボランティア活動に期待すること

(4)就労支援
・福祉的就労の充実
・一般就労の推進

問２９ 日中の過ごし方
問３０ 仕事（通所）を続けるために必要な支援
問３１ 仕事（通所）をしていない理由
問３２ 施設で訓練（パソコン入力、接客、パン製造など）を受けること

問３３ サービス（就労支援系）の利用状況

６－３ アンケート（障がい者用 自立と社会参加の促進）

７

※設問中の太字は、数値目標の基礎データに利用



施策 設問

(1)権利擁護・理解の促進
・権利擁護の推進
・理解の促進
・障がいを理由とする差別
の解消の推進

問３４ 日常生活の中で、障がい者への配慮や理解が不足していると感じるか
問３５ ｢ノーマライゼーション｣の理念のもと、障がい者と地域住民が相互理解を

深めるために必要なこと
問３６ 差別やいやな思いをしたことがあるか

問３７ サービス（権利擁護系）の利用状況

(2)生活環境
・住まい、まちづくりの推進
・移動、交通のバリアフリー
などの促進

・防災、防犯対策の推進

問３８ 外出の目的
問３９ 外出の頻度
問４０ 外出時に困ること
問４１ 災害時の避難場所
問４２ 災害支援プランについて
問４３ 災害時に困ること

(3)情報・コミュニケーション
・情報バリアフリーの促進
・コミュニケーションの推進

問４４ 障がいのことや福祉サービスなどに関する情報収集など

問４５ サービス（情報コミュニケーション系）の利用状況

６－４ アンケート（障がい者用 バリアフリーの地域づくりの実現）

８

設問の種類 設問

障がい者施策全体を通して
問４６ さまざまなサービスを受けやすくするために、必要と思うこと
問４７ 岩見沢市において、どのような機能を持つ福祉施設が増えれば良いか

６－５ アンケート（障がい者用 障がい者施策全体）

※設問中の太字は、数値目標の基礎データに利用


